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近年わが国の医療で、現代医学以外の治療法への関心が一段と高まっています。特に、東方医学を診療に導入する

ことは、患者様の期待も大きく診療の幅が広がります。なかでも鍼灸治療は、徐々にエビデンスも明らかになって来てお

り、高齢者や女性に優しく、安全な治療として、高い関心が寄せられています。 

これから鍼灸治療を始めたい、あるいは改めて学び直したいと考えている医師、鍼灸師の皆様に、鍼灸の基礎から 

臨床技術まで、理解を深め実践的に学んでいただける講座をご用意いたしました。 

この機会にぜひ、鍼灸の考え方や技術をマスターし、明日からの治療にお役立て下さい。 

 

鍼灸の理論及び実技の基礎講義           

■午前 ：基礎理論講座  ■午後 ：基礎実技講座    

日時 内容 講師 

9月１5日   

(日) 

10：00-12：30 

基礎理論 

１．鍼灸の基本的な考え方 

２．経絡と経穴、重要穴の理論と実際 

実技・実習 筑波技術大学名誉教授 

形井 秀一 
13：30-16：00 

基礎実技 

３．刺鍼と施灸の基本                  

４．肩こりの治療方法 

実技・実習 

 

 

 

■午前 ：応用講座  ■午後 ：応用実技講座 or 意見交換会   

日時 内容 講師 

9月16日  

(祝) 

10：00-13：00 

実技 

５.腰痛の治療方法 

実技・実習 

筑波技術大学名誉教授 

形井 秀一 

14：00-16：00 

A.実技  

or  

B.意見交換会 

６-Ａ．膝痛の治療実技 

実技・実習 

６-Ｂ．推薦鍼灸師との意見交換会  

―医鍼連携を目指してー 

Ａ．筑波技術大学名誉教授 

形井 秀一 

 

Ｂ．長瀬 眞彦  

赤羽 峰明 

 

※２日間出席された方には、修了証を発行いたします。(公的資格ではありません) 

 

 

 

 

 

 

 

 

形井 秀一(かたい しゅういち)   はり師、灸師、あん摩マッサージ指圧師、医学博士 

筑波技術大学名誉教授、洞峰パーク鍼灸院 院長 

東京農工大学農学部卒業後、東洋鍼灸専門学校にてはり・灸・あん摩・指圧を学ぶ。筑波大学理療科

教員養成施設卒業。指導、臨床と共に、WFAS(世界鍼灸学会連合会)副会長・日本伝統鍼灸学会会長・

WHO経穴部位国際標準化会議の際の日本代表を務めた、鍼灸界の第一人者 


